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日
々
、
地
域
で
活
動
す

る
中
で
、
最
近
は
特
に
高

齢
者
に
関
わ
る
事
例
が
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
核
家
族
化
に
伴

い
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

さ
ら
に
日
中
独
居
の
高
齢

者
な
ど
お
一
人
お
一
人
の

住
環
境
が
さ
ま
ざ
ま
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
状
況
の
中
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
は
よ

り
一
層
の
き
め
細
や
か
さ

を
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
中
に
あ

っ
て
、
高
齢
者
が
地
域
ニ

ー
ズ
に
合
い
地
域
の
特
色
 

あ
な
た
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
 

 
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
 

　
　
「
誰
か
に
話
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
ら
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え

て
困
っ
て
い
る
か
た
や
援
助
を
必
要
と
す
る
か
た
か
ら

相
談
を
受
け
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
援
護
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、あ
な
た
と
関
係
機
関
と
の
「
つ
な

ぎ
役
」
と
し
て
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 民生委員・児童委員の訪問活動 

川
口
市
民
生
委
員
 

　
　
児
童
委
員
協
議
会
 

　
　
大
谷
　富
夫
　会
長
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
 

っ
て
ど
ん
な
人
？
 

ど
ん
な
活
動
を
 

し
て
い
る
の
？
 

   　
全
国
に
２２
万
９
千
人
、

埼
玉
県
に
は
１
万
人
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
選
任
に
あ
た
り
、
地
域

の
実
情
に
詳
し
く
信
頼
が

あ
り
地
域
の
福
祉
向
上
に

意
欲
的
な
か
た
が
町
会
・

自
治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
、

市
の
民
生
委
員
推
薦
会
の

審
査
を
経
て
県
を
と
お
し

て
国
へ
推
薦
さ
れ
た
の
ち
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
す
。
 

　
全
て
の
「
民
生
委
員
」
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

子
育
て
や
妊
娠
中
の
不
安
、

心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
・

支
援
な
ど
を
行
う
「
児
童

委
員
」
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
担
当
区
域
を
持
た

な
い
で
児
童
福
祉
問
題
を

専
門
に
担
当
す
る
「
主
任

児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。
 

　
本
市
で
は
、
昨
年
１２
月

１
日
に
５０２
人
の
か
た
が
委

嘱
さ
れ
、
熱
心
に
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

   　
市
内
を
１４
の
地
区
（
中
央
、

飯
塚
、
横
曽
根
、
青
木
、

上
青
木
、
前
川
、
南
平
、

朝
日
、
新
郷
、
神
根
、
芝
東
、

芝
西
、
安
行
、
戸
塚
）
に

分
け
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
担
当
区
域
（
受
け
持
ち

区
域
）
を
持
ち
、
主
に
次

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

民
生
委
員
・

民
生
委
員
・
 

児
童
委
員
の
声

児
童
委
員
の
声
 

民
生
委
員
・
 

児
童
委
員
の
声
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 を
活
か
し
た
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
、
仕
組
み
作
り

を
模
索
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
も

そ
れ
ら
の
仕
組
み
作
り
に

積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

性
を
出
せ
る
よ
う
な
活
動

を
展
開
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。
地
域
資
源
（
人

材
）
を
発
掘
し
、
さ
ら
に

そ
れ
を
広
め
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
自
ら
担
い
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
す
る
生
き
生
き
と

し
た
高
齢
者
が
街
中
に
溢

れ
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を

で
き
る
こ
と
が
望
み
で
す
。
 

秘
密
が
漏
れ
る
心
配
が
 

あ
る
の
で
は
？
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
発
行
 

の
調
査
書
が
欲
し
い
と
き
は
 

高齢者に関すること 
6,352件（54％） 

子どもに関すること 
2,743件（23％） 

その他 
1,930件（17％） 

障害者に 
関すること 
681件（6％） 

高齢者に関すること…在宅福祉、介護保険、
　　　　　　　　　　保健医療など 
子どもに関すること…子育て、子どもの教育、
　　　　　　　　　　学校生活など 
障害者に関すること…日常的な支援など 
その他…消費生活、生活環境など 

相談件数・支援件数 
11,706件（平成21年度） 

い
ま
す
。
 

①
病
気
な
ど
で
生
活
に
困

っ
て
い
る
家
庭
、
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
か
た
、

子
育
て
に
不
安
の
あ
る

か
た
お
よ
び
そ
の
家
族

の
心
配
ご
と
な
ど
の
相

談
・
支
援
。
 

②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
か
た
の

安
否
確
認
の
た
め
の
訪

問
活
動
。
 

③
学
校
や
福
祉
団
体
と
の

懇
談
・
交
流
、
奉
仕
活
動
、

募
金
活
動
。
 

④
学
校
を
長
期
欠
席
す
る

よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も

へ
の
対
応
。
 

⑤
無
職
や
扶
養
状
況
、
保

育
な
ど
の
事
実
の
調
査
。
 

⑥
常
に
よ
り
よ
い
活
動
を

す
る
た
め
に
研
修
の
実
施
、

情
報
交
換
や
委
員
間
の

連
携
を
図
る
た
め
毎
月

定
例
会
を
開
催
。
 

   

   　
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容
や
身
の
上
な
ど

の
個
人
の
秘
密
を
守
り
、

人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
が

民
生
委
員
法
に
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

   

　
広
く
地
域
の
実
情
に
通
じ
、

社
会
的
に
信
用
の
あ
る
か

た
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
住
民
へ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

無
職
の
事
実
、
扶
養
の
事
実
、

同
居
同
一
生
計
ま
た
は
生

計
を
維
持
し
て
い
る
事
実

な
ど
、
事
実
関
係
の
確
認

で
き
る
も
の
に
限
り
、
「
調

査
書
」
と
し
て
発
行
し
て

い
ま
す
。
 

　
な
お
、
公
的
機
関
の
発

行
す
る
書
類
で
対
応
で
き

る
場
合
や
無
収
入
の
事
実

や
裁
判
な
ど
係
争
事
項
に

係
る
も
の
な
ど
、
取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
な
い
事
項

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

  

民
生
委
員
・
 

児
童
委
員
の
声
 

●生活上の悩みを抱えだれかに相談したいとき、
福祉や各種公的保険の制度を利用したい
が地域内の担当民生委員・児童委員がわか
らない場合は、下記までご連絡ください。 

問い合わせ…福祉総務課　社会係　 
　　　　　   　　　　　蘂 048-259-7647 
　　　　　　　　　　　薨 048-257-6600 

民生委員のマークの由来 

現在のマークの図柄は昭和35（1960）年に公募して
選ばれたものです。幸せのめばえをしめす四つ葉のク
ローバーをバックに、民生委員の「み」の文字と児童
委員をしめす双葉を組み合わせ、平和のシンボルの
鳩をかたどって、愛情と奉仕をあらわしています。 


